
５ エレベ－タ－ 

 

項  目 整備基準(太字：ゴシック)  ハートビル法誘導基準(●) 備    考 

 

 設置数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 構造 

(幅) 

 

 

(床面積) 

 

 

 

(奥行き) 

(平面形状) 

 

(案内・誘導) 

 

(音声装置) 

 

(制御装置) 

 

(点字表示) 

 

 

(手すり) 

(かご内の鏡) 

 

 (一) 利用者の用に供する階であって、直接地上に通じる出入口 

   がない階（以下「地上階以外の利用階」という。）を有する 

   公益的施設（教育施設にあっては、特別支援学校に限る。） 

であって、床面積の合計が2,000㎡以上（共同住宅等にあって 

は、5,000㎡以上）のものには、かごが地上階以外の利用階 

（専ら駐車場の用に供される階である場合にあっては、車いす 

使用者が円滑に利用することができる駐車用の区画（以下「車 

いす使用者用駐車区画」という。）が設けられているものに限 

る。）に停止するエレベ－タ－が１以上設けられていること 

（障がい者、高齢者等が、当該エレベ－タ－を使用しないで、 

地上階以外の利用階において提供されるサ－ビスまたは販売さ 

れる物品を享受し、または購入することができる措置を講じる 

場合を除く。）。 

 

 (二) (一)のエレベ－タ－は、次に定める構造であること。 

  (１) 出入口の幅は、内法が80㎝以上であること。 

 

 

  (２) エレベ－タ－のかご（以下単に「かご」という。）の床 

    面積は、1.83㎡以上であること。 

 

 

  (３) かごの奥行きは、内法が135㎝以上であること。 

  (４) かごの平面形状は、車いすの転回に支障がないものであ 

    ること。 

  (５) かご内には、かごが停止する予定の階を表示する装置お 

    よびかごの現在位置を表示する装置が設けられていること。 

  (６) かご内には、がごが停止した階および出入口の戸が閉じ 

    ることを音声により知らせる装置が設けられていること。 

  (７) かご内に設けられる制御装置は、その１以上が車いす使 

    用者の利用しやすい位置にあること。 

  (８) かご内の、車いす使用者の利用しやすい位置にある制御 

    装置以外の制御装置のうち１以上は、その操作および階に 

    ついて点字により表示されていること。 

  (９) かご内には、手すりが設けられていること。 

  (10) かご内には、出入口の戸の開閉状態を確認することがで 

    きる鏡が設けられていること。 

 

・｢措置を講じる場 

 合｣には、２階以 

 上で行っている 

  窓口業務内容を 

  適宜に１階で行 

  える体制を整え 

  ている場合や車 

  いす用階段昇降 

  機等により、車 

  いす使用者等を 

 ２階に上げるこ 

  とができる場合 

  等が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

・1.83㎡は、11人 

  乗りの最低床面 

  積 

・135㎝は、11人乗 

 りの寸法であり、 

 電動車いすも収 

  まる大きさ 
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 ● 2.09㎡以上とすること。 

 

 ● 90㎝以上とすること。 

 



乗降ロビーの例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かご内の仕様例 
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 乗降ロビ－ 

 

(幅・奥行き) 

 

 

(制御装置) 

 

(点字表示) 

 

 

(音声装置) 

 

 (三) （二）に定める構造のエレベ－タ－の乗降ロビ－は、次に 

   定める構造であること。 

  (１) 幅および奥行きは、それぞれ内法が150㎝以上であること。 

 

 

  (２) 制御装置は、その１以上が車いす使用者の利用しやすい 

    位置にあること。 

  (３) 車いす使用者の利用しやすい位置にある制御装置以外の 

    制御装置のうち１以上は、その操作および階について点字 

    により表示されていること。 

  (４) 到着するかごの昇降方向を音声により知らせる装置が設 

    けられていること（かご内に、出入口の戸が開いたときに 

    かごの昇降方向を音声により知らせる装置を設ける場合を 

    除く。）。 

 

 

 

・150㎝は車いすが 

  回転可能な寸法 

 （設計上の参考） 

 ・車いす使用者用の専用操作盤は、かご内の両側面中央部に障害者マ－クを付したものを設ける。 

 ・専用操作盤は、床面から80～110㎝程度の高さで横型のものとし、開口時間は10秒程度とする。 

 ・専用操作盤には、非常通報用インターホンを設ける。 

 ・かご内の手すりの高さは、85㎝程度とする。 

 ・かご内の鏡は、正面にステンレスまたは強化ガラス製の平面鏡で、大きさは、幅50～70㎝、高さ 

   90㎝程度とし、下端が床面から90㎝程度の位置に取り付ける。 

 ・かご内には、床面から35㎝程度まで、キックプレ－トを設ける。 

 ・かごの戸に、出入り検出用のビ－ムを２本設ける。ビ－ムの位置は床面から20㎝と60㎝程度とす 

  る。 

 ・乗降ロビーに、障害者マ－クを付した乗り場ボタンを床面から80～110㎝程度の高さに設ける。 

 ・専用操作盤および乗り場ボタンは、フェザ－タッチ式や熱感知式のボタンは避ける。 

 ・かごの床面と、乗り場の床面には段差を設けないようにし、隙間は２㎝までとする。 
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 ● それぞれ180㎝以上とすること。 

 

 ● 乗降ロビーに、到達するかごの昇降方向を表示する装置 

    を設けること。 

 



かごの平面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かご内の操作盤の配置例           操作盤の例 
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